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食
分
野
調
査
概
観

 

　
食
生
活
全
般
へ
の
満
足
感
は
相
変
わ
ら
ず
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
る
が
、
食
生
活
の
不
満
は
「
栄
養
バ

ラ
ン
ス
」
か
ら
「
食
の
安
全
・
安
心
」
へ
と
大
き
く
シ

フ
ト
し
た
。
中
国
産
冷
凍
餃
子
へ
の
毒
物
混
入
や
相
変

わ
ら
ず
続
く
食
品
偽
装
、
事
故
米
転
売
の
発
覚
な
ど
食

の
安
全
・
安
心
を
揺
る
が
す
事
件
が
相
次
い
だ
こ
と
が

大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。 

　
戦
後
の
欠
乏
期
を
経
て
、
経
済
成
長
と
と
も
に
日
本

の
食
料
事
情
は
改
善
さ
れ
、
１
９
８
０
年
代
以
降
飽
食

の
時
代
な
ど
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
状
況
と
な
っ
た
。
そ

れ
以
来
30
年
近
く
の
間
、
常
に
健
康
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
食
生
活
の
不
満
の
ト
ッ
プ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
き

た
。
し
か
し
今
後
、
世
界
的
な
食
料
の
逼
迫
が
予
想
さ

れ
、
輸
入
に
依
存
す
る
日
本
の
食
卓
の
危
う
さ
を
誰
も

が
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
自
身
の
食

卓
を
振
り
返
れ
ば
、
調
理
が
嫌
い
・
面
倒
と
感
じ
な
が

ら
、
短
い
調
理
時
間
で
手
早
く
食
事
を
済
ま
す
た
め
に

は
、
中
国
産
や
近
隣
諸
国
で
加
工
さ
れ
た
冷
凍
食
品
や

冷
凍
野
菜
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
外
食
や
中
食
も

状
況
は
変
わ
ら
な
い
。
食
生
活
の
不
満
の
転
換
は
、「
食

の
安
全
・
安
心
へ
の
不
安
」
と
い
う
食
環
境
の
大
き
な

変
化
を
象
徴
す
る
も
の
と
い
え
る
。 

  

　
食
生
活
に
関
す
る
調
査
分
析

 

■
主
な
傾
向 

（
１
）「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」
か
ら
「
食
の
安
全
・
安
心
」
へ
、

食
生
活
の
不
満
が
大
き
く
シ
フ
ト
。 

（
２
）
一
方
食
生
活
へ
の
満
足
度
は
、75
・
５
％
か
ら
78
・

６
％
へ
と
若
干
で
は
あ
る
が
上
昇
。 

（
３
）
平
日
夕
食
の
調
理
時
間
の
主
流
は
、
30
分
〜
40

分
が
定
着
。
休
日
夕
食
調
理
時
間
の
主
流
も
30

分
〜
40
分
に
。
調
理
時
間
の
短
縮
化
傾
向
が
引

き
続
き
見
ら
れ
る
。 

（
４
）
調
理
・
片
付
け
が
増
加
し
た
60
代
、
50
代
男
性

で
、
調
理
好
き
を
嫌
い
が
逆
転
、
面
倒
感
も
増
す
。 

  

　
食
生
活
で
不
満
な
点

 

　
平
成
21
年
調
査
で
は
、
食
生
活
で
不
満
な
点
と
し
て

「
安
全
・
安
心
」
39
・
９
％
、
次
い
で
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」

27
・
１
％
、「
農
薬
な
ど
」24
・
４
％
、「
経
済
性
・
節
約
で

き
な
い
」
23
・
０

％
の
順
と
な
っ
た
。

平
成
17
年
・
19

年
調
査
で
は
、「
栄

養
バ
ラ
ン
ス
」
に

つ
い
て
の
不
満

が
一
番
多
か
っ

た
が
、
本
調
査

で
は
、「
安
全
・

安
心
」
が
著
し

く
増
加
し
逆
転
、

「
農
薬
な
ど
」
に

つ
い
て
の
不
満
も

年
々
増
加
傾
向

に
あ
る（
図
１
）。 

　
近
年
の
食
の

安
全
・
安
心
を
揺
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る
が
す
事
件
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
平
成
12

（
２
０
０
０
）
年
６
月
の
雪
印
集
団
食
中
毒
事
件
、
平
成

13（
２
０
０
１
）
年
９
月
の
日
本
で
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
牛
海
綿

状
脳
症
）
の
発
生
、
そ
れ
に
関
連
し
た
一
連
の
牛
肉
偽
装

事
件
、
平
成
14（
２
０
０
２
）
年
３
月
の
中
国
冷
凍
野
菜

農
薬
残
留
問
題
と
続
き
、
食
の
安
全
・
安
心
は
社
会
問
題

と
な
っ
た
。
そ
し
て
平
成
15（
２
０
０
３
）
年
の
食
品
安

全
基
本
法
の
制
定
、
食
品
衛
生
法
の
大
改
正
へ
と
つ
な

が
っ
た
。 

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
産
地
偽
装
事
件
は
後
を
絶
た
ず

平
成
16（
２
０
０
４
）
年
の
魚
沼
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
偽
装

表
示
事
件
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
の
中
国
産
や
北

朝
鮮
産
ア
サ
リ
の
国
内
産
表
示
事
件
、
平
成
19（
２
０

０
７
）
年
に
は
、
船
場
吉
兆
の
賞
味
期
限
改
ざ
ん
や
偽

装
事
件
、
食
べ
残
し
の
使
い
ま
わ
し
、
比
内
鶏
偽
装
事

件
な
ど
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
。 

　
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
に
は
、
１
月
に
中
国
産
冷

凍
餃
子
に
よ
る
大
き
な
事
件
が
発
生
し
た
。
大
手
企
業

や
生
協
ブ
ラ
ン
ド
の
加
工
食
品
に
も
拘
わ
ら
ず
、
原
因

や
混
入
経
路
が
な
か
な
か
解
明
さ
れ
ず
、
一
時
は
日
中

間
の
国
際
問
題
化
が
懸
念
さ
れ
る
事
態
に
ま
で
発
展

し
た
。
中
国
の
生
産
現
場
で
意
図
的
に
入
れ
ら
れ
た
可

能
性
が
極
め
て
高
い
と
指
摘
さ
れ
な
が
ら
、
現
在
も
全

面
解
決
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
輸
入
食
品
の
問
題
解

明
の
困
難
さ
が
あ
ら
た
め
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
事

件
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
年
７
月
に
は
中
国
産
う
な
ぎ
に

よ
る
大
規
模
な
産
地
偽
装
事
件
が
発
覚
、
９
月
に
は
ミ

ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
で
輸
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
外
国

産
米
の
事
故
米
転
売
事
件
が
発
覚
し
た
。
平
成
20
年
も

身
近
な
「
食
の
安
全
・
安
心
」
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
、
平

成
15
年
の
食
品
安
全
基
本
法
の
制
定
や
食
品
衛
生
法

の
大
改
正
の
効
果
を
生
活
レ
ベ
ル
で
は
ま
っ
た
く
実

感
で
き
な
い
１
年
で
あ
っ
た
。 

　
本
調
査
は
、
平
成
21
年
１
〜
２
月
に
実
施
し
、
中
国

産
冷
凍
餃
子
事
件
や
事
故
米
、
中
国
産
う
な
ぎ
の
偽
装

な
ど
記
憶
に
新
し
く
、
そ
れ
で
も
輸
入
食
品
、
特
に
中

国
や
近
隣
諸
国
か
ら
の
輸
入
な
し
に
成
り
立
た
な
い
日

本
の
食
生
活
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
食
生
活
の
不
満

が
「
栄
養
バ
ラ
ン
ス
」
か
ら
「
食
の
安
全
・
安
心
」
へ
と

大
き
く
シ
フ
ト
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

　

食
生
活
全
般
へ
の
満
足
度

 

　
食
生
活
全
般
へ
の
満
足
は
、
78
・
６
％
と
平
成
17
年

調
査
75
・
５
％
に
比
べ
、
満
足
の
割
合
が

若
干
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
。
ま

た
平
成
17
年
調
査
に
比
べ
、
や
や
不
満
・

不
満
の
割
合
は
、
５
％
強
と
あ
ま
り
変

化
は
な
く
、
や
や
満
足
（
39
・
７
％
↓
45

・
２
％
）
が
増
加
し
て
い
る
（
表
１
）。 

　
食
生
活
全
般
へ
の
満
足
は
、
平
成
17

年
調
査
以
来
75
・
５
％
〜
78
・
６
％
で

推
移
し
て
お
り
、
生
活
全
般
の
満
足
69
・

２
％
に
比
べ
、
食
生
活
へ
の
満
足
度
は

や
や
高
い
水
準
に
あ
る
。 

  

　

夕
食
の
た
め
の
調
理
時
間

 

■
全
体 

　
平
日
夕
食
の
調
理
時
間
は
30
分
以
上

〜
40
分
未
満
28
・
１
％
、
次
い
で
50
分

以
上
〜
60
分
未
満
21
・
９
％
、
40
分
以

上
〜
50
分
未
満
18
・
１
％
、

20
分
以
上
〜
30
分
未
満

14
・
２
％
、60
分
以
上
11
・

０
％
の
順
で
あ
っ
た
。
平

成
17
年
調
査
以
来
、
平
日

夕
食
の
調
理
時
間
の
主
流

は
、
30
分
以
上
〜
40
分
未

満
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
割

合
が
増
加
（
22
・
８
％
↓

27
・
０
％
↓
28
・
１
％
）
し
、

調
理
時
間
の
短
縮
化
傾
向

が
相
変
わ
ら
ず
見
ら
れ
る

（
図
２
）。
し
か
し
、
一
方

で
30
分
未
満
の
調

理
時
間
の
割
合
は
、

平
成
17
年
調
査
に

比
べ
、
減
少
（
24
・

１
％
↓
18
・
７
％

↓
18
・
７
％
）
し
て

い
る
。 

　
休
日
夕
食
の
調

理
時
間
は
、
平
成
17

年
調
査
で
は
50
分

以
上
〜
60
分
未
満

が
22
・
８
％
、
平
成

19
年
調
査
で
は
、
同
23
・
３
％
と
50
分
以
上
〜

60
分
未
満
の
割
合
が
僅
差
で
は
あ
る
が
一
番
多

く
、
休
日
の
調
理
時
間
は
、
平
日
に
比
べ
長
く
な

る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
平
成
21
年
調
査
で
も
、

平
日
に
比
べ
休
日
の
調
理
時
間
が
長
く
な
る
傾

向
は
見
ら
れ
た
が
、
休
日
の
主
流
の
調
理
時
間
は
、

平
成
17
年
調
査
に
比
べ
短
く
な
り
、
30
分
以
上

H17年
H19年
H21年

35.8 
38.6 
33.4 

39.7 
39.7 
45.2 

18.8 
16.1 
15.7

4.4 
4.6 
4.7

1.1 
0.8 
0.8

75.5 
78.3 
78.6 

5.5 
5.3 
5.5

満 足 やや満足 どちらでも 
ない 

やや不満 不 満 満  足 
（計） 

不  満 
（計） 

表1

平日夕食の調理時間 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H17年 

 
H19年 

 

H21年 
無回答 

作らない 

60分以上 

50～60分未満 

40～50分未満 

30～40分未満 

20～30分未満 

10～20分未満 

10分未満 

8.9

1.4 3.1

14.2

13.7

17.35.3 22.8 14.514.5 19.9 9.7

27.0 16.516.5 22.0 12.9

28.1 18.118.1 21.9 11.0

1.5

14.5 19.9 9.7 8.9

3.7

1.3

16.5 22.0 12.9

1.7
1.1

0.1

18.1 21.9 11.0

1.7
0.3

図2

6.5

19.8 23.1 12.4

18.7 23.3 14.8

15.7 22.8 11.2

5.6

19.5 22.8 13.0

19.2 27.2 9.6
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0% 50% 100%

H17年 

 H19年 

 

H21年 

60代女性平日夕食調理時間 

無回答 

作らない 

60分以上 

50～60分未満 

40～50分未満 

30～40分未満 

20～30分未満 

10～20分未満 

10分未満 

31.1 11.711.7 19.4 10.7

27.9 14.314.3 25.2 8.8

30.2 24.824.8 24.0 7.012.4

1.6

2.0

19.0

17.55.8 11.7 19.4 10.7

2.9

14.3 25.2 8.8

1.4
1.4

24.8 24.0 7.0

図7

0% 50% 100%

 H19年 
 

50代女性平日夕食調理時間 

無回答 

作らない 

60分以上 

50～60分未満 

40～50分未満 

30～40分未満 

20～30分未満 

10～20分未満 

10分未満 

18.422.715.3

H21年 22.7 19.0 15.511.2 27.6

3.4
0.9

22.7 19.0 15.5

18.4

H17年 17.818.614.7

1.6

17.818.614.724.819.4

3.1

22.715.331.99.2

1.8
0.6

図6

〜
40
分
未
満
25
・
０
％
で
、
主
流
の
夕
食
調
理
時
間
は
、

平
日
・
休
日
と
も
に
30
分
以
上
〜
40
分
未
満
と
な
っ
た
。 

  

　
女
性
年
代
別
の
平
日
調
理
時
間

 

　
主
に
調
理
を
す
る
30
代
以
上
の
女
性
の
平
日
調
理

時
間
で
は
、
30
代
女
性
の
平
日
の
調
理
時
間
は
、
50
分

以
上
〜
60
分
未
満
が
25
・
０
％
、
次
い
で
40
分
以
上
〜

50
分
未
満
22
・
６
％
、
同
じ
く
30
分

以
上
〜
40
分
未
満
22
・
６
％
と
な
っ

た
（
図
４
）。 

　
40
代
女
性
で
は
、
30
分
以
上
〜
40

分
未
満
が
25
・
４
％
、
50
分
以
上
〜

60
分
未
満
24
・
６
％
と
わ
ず
か
で
あ

る
が
30
分
以
上
〜
40
分
未
満
の
割
合

が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
、
30
代
・
40

代
女
性
で
は
、
平
成
17
年
調
査
に
お

い
て
見
ら
れ
た
調
理
時
間
の
二
極
化
傾
向
が
本
調
査

で
も
見
ら
れ
た
。 

　
50
代
・
60
代
女
性
で
は
調
理
時
間
30
分
以
上
〜
40

分
未
満
へ
の
割
合
が
さ
ら
に
多
く
な
り
、
60
代
女
性

の
３
割
で
調
理
時
間
が
30
分
以
上
〜
40
分
未
満
と
な

っ
た
（
図
６
・
図
７
）。
し
か
し
60
代
女
性
で
一
概
に

調
理
時
間
が
短
い
わ
け
で
は
な
く
、
40
分
以
上
〜
50

分
未
満
24
・
８
％
、
50
分
以
上
〜
60
分
未
満
24
・
０

8.914.5 19.9 9.7

16.5 22.0 12.9

18.1 21.9 11.0

休日夕食の調理時間 
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H17年 

H19年 

H21年 

無回答 
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30～40分未満 

20～30分未満 

10～20分未満 
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6.5

12.2 25.0 19.819.8 23.1 12.4

22.7 18.718.7 23.3 14.8

19.9 15.715.7 22.8 11.2

19.8 23.1 12.4

2.7
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0.9
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5.0 16.6 15.7 22.8 11.2 6.5

0.41.9
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30代女性平日夕食調理時間 

0% 50% 100%

H17年 

 
H19年 
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11.7 19.4 10.7

14.3 25.2 8.8

24.8 24.0 7.0

18.422.715.3

22.7 19.0 15.5

17.818.614.7

％
な
ど
40
分
以
上
が
５
割
以
上
を
占
め
る
。 

　
男
性
の
調
理
を
し
た
こ
と
が
な
い
割
合
は
、
20
代

で
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。
平
成
17
年
調
査
で
13
・
９
％
で

あ
っ
た
調
理
を
し
た
こ
と
の
な
い
50
代
男
性
の
割
合

は
、
７
・
５
％
と
ほ
ぼ
半
減
し
た
（
表
２
）。 

　
男
性
の
調
理
を
し
な
い
割
合
は
、
20
代
で
平
成
17
年

調
査
36
・
７
％
か
ら
平
成
21
年
42
・
９
％
と
増
加
が
見

ら
れ
、
20
代
・
50
代
男
性
で
調
理
を
し
な
い
割
合
が
多

く
な
っ
た
。
一
方
、
40
代
で
調
理
を
し
な
い
割
合
は
54

・
３
％
が
37
・
５
％
、
60
代
で
50
・
５
％
が
37
・
９
％
と

調
理
を
し
な
い
割
合
が
大
幅
に
減
少
し
た
（
表
３
）。 

  

　
男
性
の
片
付
け

 

　
片
付
け
を
し
な
い
・
し
た
こ
と
が
な
い
男
性
の
割
合

は
、
男
性
の
全
世
代
で
減
少
し
た
。
60
代
男
性
で
片
付

け
を
し
な
い
・
し
た
こ
と
が
な
い
割
合
は
、
39
・
５
％
か

ら
22
・
８
％
に
減
少
、
次
い
で
50
代
男
性
39
・
９
％
か

ら
29
・
１
％
、
30
代
男
性
36
・
１
％
か
ら
26
・
９
％
、

40
代
男
性
37
・
１
％
か
ら
28
・
４
％
、
20
代
男
性
32
・

７
％
か
ら
28
・
６
％
の
順
に
減
少
し
て
い
る
（
図
８
）。 

  

　
調
理
の
好
き
嫌
い

 

■
男
性
の
調
理
の
好
き
嫌
い 

　
平
成
21
年
調
査
で
は
、
20
代
男
性
で
調
理

が
好
き
57
・
１
％
、
嫌
い
14
・
３
％
と
、
平
成

17
年
調
査
に
比
べ
、
好
き
・
嫌
い
と
も
に
増

加
し
た
。
20
代
以
外
の
男
性
で
は
、
平
成
17

年
調
査
に
比
べ
、
好
き
が
大
幅
に
減
少
し
嫌

い
が
増
加
し
て
い
る
。
特
に
60
代
男
性
の
調

理
が
好
き
24
・
２
％
、
嫌
い
33
・
３
％
、
50

代
男
性
の
調
理
が
好
き
28
・
０
％
、
嫌

い
29
・
０
％
と
、
調
理
好
き
を
嫌
い
が

逆
転
し
た
（
表
４
）。 

   

　
調
理
の
面
倒
感

 

　
調
理
の
面
倒
感
は
、
平
成
17
年
調
査

で
は
30
代
女
性
50
・
４
％
、
20
代
男

性
41
・
４
％
、
40
代
女
性
38
・
０
％
の

順
に
高
く
、
40
代
男
性
17
・
４
％
、
60

代
男
性
22
・
２
％
、
50
代
男
性
22
・
９

％
の
順
に
低
か
っ
た
。
平
成
21
年
調

査
で
は
、
60
代
男
性
52
・
３
％
、
50

代
男
性
51
・
６
％
、
20
代
男
性
50
・
0

％
の
順
に
面
倒
感
が
高
く
、
60
代
女
性
26
・
４
％
、
50

代
女
性
31
・
０
％
の
順
に
低
い
。
平
成
17
年
調
査
に
比

べ
て
平
成
21
年
調
査
で
は
、
男
性
の
全
世
代
で
調
理
の

面
倒
感
が
高
く
な
っ
た
（
図
９
）。
60
代
女
性
で
平
成
17

年
調
査
以
来
26
・
２
％
、
26
・
５
％
、
26
・
４
％
と
男
性

や
他
の
世
代
に
比
べ
て
面
倒
感
が
低
い
（
図
10
）。 

（
大
阪
ガ
ス
（
株
）
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
文
化
研
究
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任
研
究
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表2

H17年
H19年
H21年

36.7 
38.2 
42.9

50.0 
44.4 
48.1

54.3 
38.6 
37.5

41.7 
36.4 
44.1 

50.5 
38.2 
37.9

20代 30代 40代 50代 60代 

表3

8.914.5 19.9 9.7

16.5 22.0 12.9

18.1 21.9 11.0

6.5
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5.6
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20代 30代 40代 50代 60代 

48.3
52.9
57.1

52.1
34.4
32.7

58.7
30.7
39.8

6.9
17.6
14.3

14.6
28.9
23.1

2.2
19.3
20.5

H17年
H19年
H21年

好き 嫌い 好き 嫌い 好き 嫌い
54.2
30.3
28.0

8.3
28.0
29.0

好き 嫌い
42.2
28.5
24.2

8.9
22.2
33.3

好き 嫌い

表4 男性年代別調理の好き・嫌い（％） 
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男性の調理頻度 調理をしたことがない割合（％） 

男性の調理頻度 調理をしない割合（％） 

生活意識調査から ―意識の変化に見る住まい・生活の持続可能性 Ⅱ 




